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表現語い の 少ない 知的障がい児 に おける文章理解の獲得
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問題と目的

　文章理解の向上 には，同 じ文章で の繰 り返 し読み訓
練が効果的で ある （Arribruster，

　hehr，＆ Osboq 　2eO3）。 だ

が近年 の 研究では，文章全体で の繰 り返 し読み で はな

く，意味の まとまりをなす文節を単位 とした時系列的
な刺激提示による，繰 り返 し読み訓練の 方が，知的障
がい の ある児童の 文章理解がよ り向上する こ とを示

して い る（中川 ・大森 ・菅佐原 ・
「J」本

，
2013）。 また表現

語い が少ない知的障が い児に対 して，文節単位読み訓

練を行 うこ とで ，絵刺激へ の 選択反応によ り， 文章理

解の 向上 を示 した。（Omori＆ Yamamoto
，
2014）。しか

し，そ の よ うな児童 が質問文 に 対 して音声反応を行い ，
文章理 解が向上するかは，まだ明 らかに されて い ない

。

本研 究で は ，知的障がい 児 1名を対象に，文節単位読
み と見本合わせ 課題を組み合わせ た訓練によ り，音声

反応による理解問題 へ の 反応が表出し，文章理解が向
上する か を検討する こ とと した。
方法
参あ酵 ： 知的障が い の ある小学校 1年生の 男児 1名 。

瓣 ノ80文字か ら100文字 で 構成 された文章を10個用

意 した。また ， 各文章の 内容に対応 して ，「い つ 」 「ど

こ 」 「だれ 」 「なに」 「どうだ っ た」 を問 う質問文を

5つ ずつ 設定した 。

窯 展デザノン ：Pre−Postデザイ ン

競 き ！　 （1）Pre　test： コ ン ピコ ・
一タ 上に提示 され

た文章を読む こ とを求めた a その 後，読ん だ文章内容
に対応 した5つ の 質問に 口頭で答えることを求めた 。

（2 ）文節単位読み訓練＋見本合わせ課題訓練 （rR
SUG ＋ Mrs ）爾 1参卿 ：Pre　testで 提示 した文章全

体を構成する ， 文節の 持つ 空間的な位置関係 を保持し

たまま ， その 文節を単位 として繰 り返 し読みを行 うこ

とを求 めた、文節単位読み訓練（Segrnent−unit　reading ，

以下SUR）の 終了後に，質問文が提示 され，それに対応
する文字刺激を選択する見本合わぜ（matehng −O〕−sampl
e

， 以下Mrs ）課題を実施 した。
　 　 　 　 　 　 　 文節 単位 読み 訓練 （SURTR ）

　 　 文中の 驫初 の又 節　 　　　　　　又 甲 の 2　目の 文節　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 又 中の 量績の 又 節

…口

　訓練は，M 丁S課題 の 正答率が，2試行連続で 100％，
また は3試行連続で 80％以上 で あっ た場合に，終了 した。
（3 ）Post　test ：Pre　testと同じこ とを行 っ たが，提示

される質問文 の 順番をbe 　testの もの と変更 した。

（1 ）〜 （3）が終了 した後に，新規文 章の テ ス トと

訓練を開始 した 。

琵属緻 ： （1）Test時の 音声反応に よる理解問題の

正 答率 。 （2 ）訓練時の Mrs 課題 の 正答率 。 訓練時に，
2ブ ロ ッ ク連続で 止答率が100％，もしくは3ブ ロ ッ ク連

続で 正 答率 が 80％以上 の 時に ， 訓練を終了 した 。

結果と考察

　参加 者 1名 の 結果 の 推移 を図2に 示 した
。

　　　 図 2 参 加者の 理解問題正答率 の推移
　 　 　 　 　 圜テスト時の正答率 （音声反応〕◇訓練時の正答率 〔選択反応）
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　本研究か ら，文節単位読み訓練＋ 見本合わせ課題訓

練によ り，知的障が い児 1名の 文章理解が 向上 した こ

とを示 し た。さらに は ，訓練時に選択反応で あるMrs
課題 を行 い ，正反応時に音声による分化結果 を対提示

した 。 そ の ため，理解問題 に 対す る解答で，選択反応
か ら音声反応へ の派生が見 られた。また，本参力睹 は，
テ ス ト

ー
訓練サイ クル を 4 っ 繰 り返す こ とで ，

5 っ 目

の新規文章を読んだ時に，音声反応による文章理解が

可能となっ た。

　今後の展望 として は，文章数を増や しStOry　5 と同様

の結果が表れ るか を検討する こ ととする。また，文章
全体で の 繰 り返 し読み訓練 とms 課題 を組み合わせ

た場合とで ，訓練時に達成基準まで に必要となっ た訓
練回数や ， Post・testで の 理解問題の 正 答率を比較する。
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図1．SUR ＋Mrs 訓練の 流れ
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